


渡高

寄
稿
者
略
年
譜

編
艘
一
霞
籍
耀
難
）

　
房
次
郎

　
明
油
餌
十
覧
年
七
月
就
任
。
望
遠

　
大
正
十
年
十
嗣
月
校
長
（
現
）

邉
　
龍
　
聖

　
明
治
四
十
四
年
扁
月
就
任
・
校
長

　
大
正
十
年
十
山
月
名
古
謄
鳩
へ
麟
欄

　
大
正
十
年
十
二
月
名
器
教
捜
（
現
）

　
署
作
　
倫
理
學
教
科
書
（
明
治
三
十
九
年
・
中
島
傘
次
郎
と

　
　
　
　
共
著
）
翫
鋼
的
倫
理
學
（
大
正
＋
年
）

　
　
　
　
乾
臨
式
帽
集
（
昭
和
四
年
）

岡
　
熊
雄

　
大
正
二
年
二
月
就
任
・
講
師
（
現
）

　
携
當
　
農
業
政
策
。
械
民
政
策

　
著
作
　
ゴ
ル
ツ
農
政
學
（
明
認
三
十
四
革
）

　
農
業
政
策
（
輝
濟
全
書
・
明
治
四
十
五
年
）

　
来
國
の
農
業
激
育
（
大
正
六
年
）

　
札
幌
麗
勢
調
査
研
究
（
大
正
九
年
）

　
ブ
ラ
ジ
ル
植
艮
研
究
（
大
正
十
剛
年
）

　
農
政
問
纒
研
究
（
大
正
十
五
年
）

　
第
二
農
政
問
題
研
究
（
昭
瀦
四
年
）

室中品大木苫

谷
賢
治
郎

　
大
正
十
二
年
四
月
就
任
。
講
師

　
大
正
十
四
年
十
一
月
素
干
（
現
）

　
撫
當
　
経
回
論
。
商
業
吏
。
三
明
一

撃
　
清
　
一

昭
和
五
年
五
月
就
任
。
講
師

昭
瀦
山
ハ
飢
年
四
月
教
授
（
現
）

撫
當
　
批
會
學
・
哲
學
。
倫
理
學

七
四
ご

撚大川
當正
　ゴ＝秀
商二
品年＿
理一こ二
化月
。就

商任
品。

質教
験授

　（

　）

野
　
純
　
｝

大
正
十
一
年
累
月
就
任
。
講
師

大
正
十
四
年
十
一
月
激
授
（
現
）

撫
當
　
貨
幣
論
。
金
融
論
。
市
揚
論

署
作
　
6
Q
o
鉱
鎗
α
ド
◎
8
影
解
。
ゲ
。
碧
お
。
ユ
¢
負
o
m
O
¢
崔
窪
（
お
ω
糾
）

村
重
　
義

昭
秘
山
ハ
卑
四
脚
月
”
就
任
。
晶
講
細
即
（
現
）

搬
當
　
曾
計
監
査
。
商
業
算
術

米
地
英
俊

　
明
治
四
十
五
隼
一
月
就
任
・
講
頗

　
大
正
五
年
三
月
教
授
（
現
）

　
擬
當
　
國
際
回
漕
事
情
。
語
學

　
曲
者
作
　
　
商
業
英
語
悪
信
軌
範
（
大
正
六
年
初
。
昭
瓢
五
年
増
輔
…
阪
闇
）



西四
阿
。木

田
．
彰
　
三

　
大
毘
七
年
四
月
就
径
・
講
臨

　
大
正
九
年
十
月
教
獲
（
硯
）

　
露
當
　
商
品
理
化
。
磁
器
簑
瞼
。
虜
然
陰
野

塚
　
壽
　
郎

　
大
正
八
卑
四
月
就
任
・
講
師

　
大
回
†
年
十
隔
月
敦
授
（
現
）

　
搬
常
　
経
濟
原
論
・
経
濟
學
更
。
統
計
學
・
貿
易
政
策

　
著
作
　
ゴ
ッ
セ
ン
研
究
（
大
正
九
年
）

　
　
　
　
國
際
貿
易
に
於
け
る
貨
懲
の
職
分
と
貨
讐
歎
量
蹴

　
　
　
　
（
大
正
†
三
年
）

部
芳
治

　
大
毘
三
年
小
樽
高
商
第
山
同
卒
業
生

　
欝
弓
丈
館
墨
版
部
長

　
帝
翻
生
命
保
瞼
…
會
融
慶
告
課
長
（
現
）

曾
榮
作

　
昭
和
五
年
五
月
就
錘
。
講
師

　
昭
醐
轟
ハ
年
四
月
助
一
教
縛
い
（
現
）

　
搬
當
’
商
業
英
語

尾
　
丹
　
治

　
大
正
十
ご
年
汎
月
跨
径
。
教
疫
（
現
）

　
三
流
　
財
政
學
。
商
業
遽
論

　
著
作
　
簸
新
商
業
瀧
義
（
明
治
照
†
一
年
）

南庭大高

　
　
亮
三
郎

　
大
正
†
二
年
辮
月
就
径
・
講
師

　
大
正
十
郷
年
十
一
月
敏
擾
（
境
）

　
三
三
　
驚
歎
原
論
・
経
濟
更
。
就
會
政
策

　
著
作
　
流
悪
三
三
の
原
理
（
大
正
十
五
年
初
・
昭
窟
二
年
改
稿

　
版
）

　
大
西
猪
之
介
経
濟
學
全
集
（
昭
灘
二
・
三
年
・
高
島
佐
一
郎
と

　
共
編
纂
）

　
入
口
法
期
と
生
寡
纏
論
（
昭
繍
三
卑
）

　
経
書
學
の
欝
欝
的
論
叢
艦
（
野
畑
三
年
）

　
鮭
會
哲
學
と
患
想
問
題
（
昭
灘
三
年
）

部
岩
太
郎

　
大
正
入
年
購
月
就
任
・
畿
綬
（
現
）

　
撫
営
　
倫
灘
學
・
國
諮
漢
交

　
著
作
　
諸
子
抄
（
大
正
十
一
年
）

　
　
　
　
國
霧
講
認
（
昭
和
五
彰
）

谷
　
敏
　
治

　
昭
胸
二
年
漏
湾
就
経
・
講
師

　
昭
瀦
三
年
購
月
助
教
授
（
現
）

、
罐
當
　
商
業
英
語

橋
　
次
　
郎

　
昭
和
閥
」
年
山
ハ
月
一
就
任
。
一
講
加
陣

　
昭
和
五
年
八
月
激
綬
（
現
）

　
撫
當
　
景
氣
論
。
経
濟
地
理
・
工
業
政
策

　
著
作
　
ア
ー
ル
ベ
ル
グ
ス
キ
二
四
（
昭
職
匹
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
本
論
丈
集
掲
載
順
一

七
四
三



編
輯
の
後
に

一
、
剣
立
二
十
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
近
交
集
た
刊
行
ぜ
ん
と
す
る

の
賜
ぶ
潮
く
に
し
て
熟
し
、
増
員
が
組
織
ぜ
ら
れ
て
の
ち
直
ち
に
最

初
の
會
会
予
行
ひ
纂
輯
の
綱
領
な
樹
て
れ
の
ほ
、
そ
れ
で
も
や
っ
と

山ハ

ﾕ
笛
小
鴨
口
の
こ
と
瀞
て
あ
ろ
。
そ
れ
’
・
か
ら
材
料
溝
整
へ
ら
れ
’
、
補
充
ぜ

ら
れ
、
想
が
練
ら
れ
て
稿
と
な
覇
、
纂
輯
さ
れ
て
工
鋤
に
廻
さ
れ
、

上
輿
・
緬
字
。
組
版
。
校
正
の
煩
鐡
癒
ろ
工
程
愚
と
ほ
っ
て
、
こ
㌧

に
漸
く
世
の
光
り
葎
見
ん
と
す
る
前
夜
1
一
今
H
に
謝
る
三
ケ
月
は

こ
の
種
の
繊
版
物
に
と
っ
て
決
し
て
充
分
に
長
い
期
間
ぐ
ぼ
な
い
◎

し
か
も
式
典
の
黎
げ
ら
る
㌧
十
月
四
羅
に
ば
是
非
と
も
田
來
さ
ぜ
勢

い
と
の
強
い
一
念
ぼ
、
寄
稿
潜
。
印
欄
潜
・
編
輯
者
の
三
つ
撫
か
響

く
結
び
合
は
ぜ
て
、
こ
の
僅
か
な
る
期
間
に
ど
う
に
か
嗣
悪
難
つ
け

る
ま
で
に
漕
ぎ
つ
け
え
緊
◎
今
と
な
っ
て
に
、
矢
の
や
う
に
登
ぜ
ら

れ
糞
寄
稿
潜
へ
の
縫
揚
も
諒
と
ぜ
ら
ろ
曳
で
あ
ら
う
し
、
編
輯
潜
の

と
つ
表
月
鯨
の
勢
苦
も
忘
れ
去
ら
る
瓦
。
呈
露
最
上
級
の
努
力
な
傾

倒
し
、
幾
多
の
糠
牲
准
忍
ん
ぐ
ま
で
も
窃
一
念
な
貫
曇
と
ほ
す
こ
と

な
得
ぜ
し
め
て
く
れ
馬
印
捌
工
揚
の
諸
君
の
勢
な
、
単
記
し
て
厚
く

謝
す
ろ
存
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
◎
特
に
最
後
の
旬
H
に
、
工
揚
の
諸
君

は
午
前
七
時
か
ら
夜
の
＋
二
時
ま
で
働
い
て
仕
事
な
急
い
で
く
れ
、

在
札
幌
の
印
刷
所
と
在
小
樽
の
編
輯
所
と
の
問
に
ば
鐵
路
、
艮
々
二

同
の
交
瓢
さ
へ
が
繰
返
へ
さ
れ
敦
の
で
あ
ろ
。

一
、
本
論
茅
野
に
最
初
四
百
頁
前
後
の
操
定
で
あ
っ
六
ぶ
、
比
較
的
長

篇
の
、
し
か
も
回
想
外
に
多
く
の
寄
稿
葎
得
六
の
で
、
つ
ひ
に
計
劉

七
四
四

な
申
途
ふ
購
・
改
あ
て
か
く
も
彪
大
癒
栂
子
葎
纂
輯
す
る
に
至
つ
表
。

從
う
て
経
費
は
藻
算
を
蓬
か
に
超
過
す
る
こ
と
k
電
つ
三
三
、
幸
ひ

に
本
校
の
職
員
及
び
學
生
よ
り
成
る
校
友
會
そ
の
飽
の
援
助
の
も
と

に
初
め
て
こ
の
難
關
風
切
の
抜
く
る
な
得
れ
。
校
友
會
員
諸
底
の
情

誼
あ
謝
す
る
と
共
に
、
こ
の
間
、
羅
え
ず
斡
旋
の
勢
な
と
っ
て
財
政

上
の
杷
読
響
完
全
に
と
り
除
い
て
く
れ
☆
瞥
聖
地
英
俊
殺
授
の
名
秘

こ
N
に
掲
げ
お
く
こ
と
は
、
編
輯
者
の
當
然
の
責
務
で
あ
ら
う
・

一
、
創
業
聴
代
†
年
間
の
龍
校
長
渡
淺
龍
聖
博
士
が
、
穿
く
名
古
屋
よ

論
り
、
意
味
深
・
き
巻
頭
の
融
㎎
な
逡
煽
給
ふ
六
こ
と
、
お
ぶ
び
、
大
正
二

舘
以
來
ひ
き
つ
幽
き
講
師
と
し
て
本
校
の
敦
璽
に
立
腰
る
玉
北
海
溢

大
耳
激
騰
高
岡
熊
雄
博
士
溺
特
に
巻
頭
の
｝
雄
篇
な
恵
ま
れ
穴
こ
と

な
深
謝
す
る
Q

剛
、
本
論
寮
母
の
刊
行
に
あ
頻
り
、
校
外
の
諸
友
ふ
燐
・
外
耳
電
か
ら
ぬ

稿
が
投
ぜ
ら
れ
六
〇
紙
幅
の
驕
係
上
、
特
に
依
頼
し
お
も
の
㌧
外
は

す
。
へ
て
割
愛
ぜ
ざ
る
な
得
な
か
つ
衷
こ
と
は
潰
…
織
轡
て
あ
る
〇

一
、
終
繍
り
に
、
本
藍
醐
・
叉
穣
脳
に
『
商
墨
∴
討
漕
究
』
鱈
翠
山
ハ
巻
申
慨
の
㎜
特
輯
號
と

さ
れ
て
な
り
、
し
糞
が
つ
て
主
峯
る
編
輯
費
任
者
は
豊
前
の
通
サ

手
塚
壽
鄭
。
大
野
純
吋
・
南
亮
三
郎
の
三
入
で
あ
ろ
溝
、
今
同
に
こ

の
ほ
か
更
に
次
の
諸
茂
ー
ー
室
谷
賢
治
郎
。
高
橋
次
郎
・
申
籔
済
｝

然
委
員
と
し
て
併
ぜ
錘
命
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
快
く
、
陛
下
わ
か
表

　
ろ
＆
と
こ
ろ
あ
っ
液
こ
と
、
お
よ
び
服
部
政
鳳
氏
溝
終
始
一
貫
、
蕊

く
煩
勢
為
助
の
て
く
れ
流
こ
と
、
を
記
し
て
お
か
う
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
盗
難
六
年
九
月
瀞
八
B
。
み
な
み
）


